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前回からの修正点

旧 新旧 新

【浸水用避難施設の選定基準】 【浸水用避難施設の選定基準】

逃げどきマッ
プでの表示※

鉄骨・鉄筋造 木造

２階建て ３階建て ２階建て以上

逃げどきマッ
プでの表示※

鉄骨・鉄筋造 木造

２階建て ３階建て ２階建て以上
以上

赤色囲い × ○ ×

ピンク × ○ ×

以上

赤色囲い △ △ ×

ピンク × ○ ×

○選定可 ×選定不可 ○選定可 △積極的に選定できないが他に施設がない場合

のみ選定可 ×選定不可

上記以外の
地域

○ ○ ○
上記以外の

地域
○ ○ ○

【土砂災害用避難施設の選定基準】 【土砂災害用避難施設の選定基準】

鉄骨・鉄筋コン
クリート造

木造 鉄骨・鉄筋コン
クリート造

木造

２階建て以上 ２階建て以上

土砂災害危険箇所 ○ ×

土砂災害特別警戒
○ ×

２階建て以上 ２階建て以上

土砂災害危険箇所 △ ×

土砂災害特別警戒
△ ×

○選定可 ×選定不可 ○選定可 △積極的に選定できないが他に施設がない場合

のみ選定可 ×選定不可

区域
○ ×

上記以外の地域 ○ ○

区域
△ ×

上記以外の地域 ○ ○
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のみ選定可 ×選定不可



開設・運営方法

◇開設者 …自治会、施設管理者

◇役割…避難者の緊急受入れ

民有施設を緊急避難場所として開設した場合民有施設を緊急避難場所として開設した場合
民有施設

【避難者の緊急受入れ】

施設の開錠、避難者の受入れ（建物内の安全な場所への誘導等）、必要に応じて本部との連絡調整

【開設】

どのタイミングで開設するかは、自治会
と施設管理者との取り決めによる。

【閉所】

避難者が公共施設の
避難所へ移動できるよ
うになった時

◇開設者…市職員

◇運営者 …市職員 地域住民

公共施設を避難所として開設した場合公共施設を避難所として開設した場合
公共施設

※この場合の公共施設は、第１次、第２次、その他避難
所に指定されている施設のみを指す

【運営】

◇運営者 …市職員、地域住民

◇役割…避難所の運営

所に指定されている施設のみを指す。

第２次配備または
第３次配備に移行

【閉所】

避難者が自宅もしくは仮
設住宅に入居できるよう

【開設】

状況に応じて、市職員と地域住民は、以下のような業務を互いに協力して行う。

【例】情報提供（掲示物、チラシ等）、物資・食料の提供、施設衛生管理
（ごみの管理、清掃等）、避難所の見回り（避難者の要望聞き取り等）
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した時
設住宅に入居できるよう
になった時



開設方法に関する課題

【方法】 【課題】【方法】 【課題】

開設に係る時間を短縮し、速やかに避難者の受入れを可能にする。

夜間・休日等の施設閉所中に災害が起きた時の開設

■職員が参集し開設（現行の方法） 被害や道路状況により、参集に
時間がかかる

公共施設の場合

■自治会判断による緊急開設 学校等の鍵を預かることにより、
自治会が管理上の責任を負う。
盗難や紛失への対処が必要

（施設管理者と自治会による合意形成
を前提とし 双方で鍵を保有する ）

時間がかかる。

盗難や紛失 対処 必要を前提とし、双方で鍵を保有する。）

職員の参集による開設を基本とし、その上で鍵の預かりを希望する自治会については、あらかじめ
個別に学校と協議し、合意が取れた場合は、自治会が鍵を管理し、緊急開設を行う。

民有施設の場合

■施設管理者による開設
民有施設により営業時間等が
異なるため、時間外に開設する
必要が生じた場合、対応が遅れ

利用可能な
時間帯を交
渉の際に取り
決める。

■自治会による開設

る可能性がある。

民有施設の管理者が鍵を自治会と
共有することに、営業上支障があると
判断すると採用できない
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判断すると採用できない。

施設管理者による開設を基本とし、その上で自治会での鍵の保有が可能な施設のみ自治会による開設を行う。


